
■個人情報保護に対する見解・取扱方針 

当社のPISTAフィールド・トラッキング・ソリューション（以下、当サービスといいます。）

は、端末側では映像（画像）を記録していないものの、被撮影者の個人の識別を可能とする数

値データ（以下、特徴量データといいます）を保持しますが、消電時もしくは最大24時間毎に

行われる再起動時に破棄しています。 

当サービスにおいて一時的に保持した特徴量データは、一意の値に置き換えて被撮影者の属

性推定情報、滞留情報、通行情報と連携させた二次加工データとして保存しています。保存し

た二次加工データから、特徴量データを復元することはできません。従って、保存している二

次加工データは個人情報及び個人情報データベース等には当たりません。 

なお、当サービスを行う場合には、生活者の不安払拭のためにプライバシーについて十分に

配慮し、「個人情報の保護に関する法律」（平成十五年法律第五十七号）及び関連法令を遵守

するとともに、サービスを使う主体者よりホームページ及び端末を設置する現地等において、

「カメラ画像利活用ガイドブックver2.0（IoT推進コンソーシアム/総務省/経済産業省）」を

参考に目的や内容等について事前告知、明示することを推奨します。 

 

＜個人情報等を提供された場合について＞ 

個人情報保護に関する諸法令及び経済産業省の定めるガイドラインを遵守するとともに、個

人情報等が重要な機密情報であることを認識し、個人情報等の保護に努めます。また、当社

は、個人情報等について、公的機関より法的根拠に基づく照会を受けた場合などやむを得ない

場合を除き、お客様の同意を得ることなく、個人情報等を第三者に対して提供し又は開示しま

せん。 

エンドユーザーからの、利用目的の通知、個人情報の開示、訂正、追加又は削除等の請求に

対しては、お客様がその対応を行ない、当社はお客様からの指示により処理を行ないます。当

社がエンドユーザーから直接請求を受付け、処理を行なうことはありません。 

以上 
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■生活者及び PISTA 利用事業者への配慮措置 

（１）端末への告知シール 

「カメラ画像利活用ガイドブック ver2.0（IoT 推進コンソーシアム/総務省/経済産業省）」

に配慮事項が挙げられていること、プライバシー意識の高い生活者が増加していること等に鑑

み、当社では PISTA のフィールド・トラッキング・ソリューションを利用いただくお客様に対

し、以下の告知シールを端末に貼付した状態（カメラ部と本体が別となるセットトップボック

スは、告知シール同梱）を標準仕様として出荷しております。 

 

 

＜文面＞ 

カメラ撮影によるデータ収集中。 

個人を特定するものではありません。 

 

 

（２）店頭における当サービスの利活用の事前告知・通知例 

お客様が店頭で当サービスを利活用する場合の「事前告知・通知の内容例」について、配慮事

項とともにお知らせします。 

以上 
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